
森林を主とした航空レーザ計測と
森林資源解析状況等について

三重県農林水産部
森林・林業経営課
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資料４



森林情報基盤整備事業

事業の目的：

航空レーザ測量及び森林資源解析 ⇒ 森林資源情報を把握

・効率的な森林管理を促進

・災害発生の危険性の高い箇所等を客観的に把握

⇒ 災害に強い森林づくりを効果的に進める。

航空レーザ測量とは：

飛行機やヘリコプター等からレーザ光を地上に照射し、

地物に当たった位置を記録し、地形を測量する技術

従来の地形図は空中写真測量由来

山間部の精度が低い。

⇒航空レーザは樹木等の遮蔽物を透過
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航空レーザ測量について

レーザ計測の原理：

航空機から地物にレーザ光を照射し、反射位置を算出

・反射光が戻るまでの時間

・航空機の位置や姿勢

・照射角度

レーザ光は一定の広がりを持つため（フットプリント）、光の

当たり具合により複数回反射する場合がある。（右図）

森林資源解析（単木抽出）には、照射密度が４点/㎡以上

必要と言われている。

※照射密度はレーザ光線数であって、データの取得点

密度のことではない。

立木への照射イメージ

断面

イメージ
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航空レーザ測量について

従来の地形図では読み取れない崩壊地や０次谷等の情報が容易かつ詳細に把握で

きる。（上の箇所は空中写真では広葉樹林であることしか判読できない。）

成果品例：立体地形表現図（赤色立体図）
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森林資源解析について

森林資源解析の概要：

航空レーザ測量の点群データから、単木の位置、大きさ等の情報

を推定する単木解析と、それらを集計する林分解析を実施している。

調査に大変な労力のかかる森林域においては、広範囲かつ客観的

な森林資源の評価が可能 ⇒ スマート林業の基礎

三重県における主な森林資源解析成果：

・単木解析

胸高直径、樹高、材積、形状比、樹冠長 等

・林分解析

立木本数、平均樹高、総材積、相対幹距比 等
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森林資源解析について

森林資源解析とは：

単木解析データ（緑点） 林分解析データ

一つ一つの点に立木の情報が記録されている。

GISを使用すれば、好きな形で集計が可能

ID 0001

樹高  ～ m

胸高直径  ～ ㎝
材積  ～ m3

ID 0001

平均樹高  ～ m

平均胸高直径  ～ ㎝
総材積  ～ m3

一つ一つの格子（10mメッシュ）毎に単木解析の

集計結果が記録されている。

色調を補正することで、面的に森林の評価が可能。
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三重県内実施状況

・縦罫線(茶色)⇒県で解析が完了
・斜格子(青色)⇒市単独で解析が完了
・塗潰し(黄色)⇒県でR7実施予定（測量又は解析）

令和７年度末までの進捗
(県解析完了面積+市解析完了面積)/県民有林面積
=(283千ha+35千ha)/348千ha×100

=91.4%

今後の予定市町

四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、東員町、
朝日町、多気町、明和町、伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町
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取得した情報の利用その1
Mie Click Maps for 三重県森林ページ(無料)
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レイヤーリストから表示したい情報を選択

地図をクリックし森林簿情報を表示
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林相区分を選択
その他、ha当たり材積・相対幹距比・地位級の閲覧が可能
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取得した情報の利用その2
三重県森林クラウド(5,000円/年～)

傾斜区分図の閲覧 コンパス測量成果の取り込み
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単木情報の確認および集計
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検索サイトから
「三重県 森林簿等の提供」
と検索
様式第10号により申請

取得した情報の利用その3
元データの使用(無料)
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